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 はじめに 

令和3年度（2021年度）、北海道内では68件の発掘調査が行われました。 

 

これらを調査の実施主体者別にみると、市町村教育委員会が41件で、公益財団法人北海道埋蔵文

化財センターが8件、大学等が19件となります。 

 

  発掘調査には 

（1）遺跡内に道路や建物等をつくる工事の前に行うもの（開発事業に伴う事前調査） 

（2）遺跡の範囲や内容を明らかにするもの（詳細分布・学術研究調査） 

（3）史跡公園を建設するなどの目的で、史跡を調べるもの（史跡整備） 

などがあります。これらの調査によって、住居跡や墓などの遺構や土器・石器などの様々な遺物が発

見され、地域の歴史や文化が明らかになっています。 

 

 ここでは、市町村の教育委員会が行った発掘調査の成果をすみやかに知っていただくために、調

査の内容を簡単に紹介します。調査や遺跡について、より詳しく知りたい方は、各概要の末尾に記し

た問合わせ先へお問合わせください。  
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令和３年度（2021年度）市町村が主体となる発掘調査一覧 

番号 管内 市町村名 遺跡名 登載番号 調査面積（㎡） 調査目的 備考 

1 

石狩 

札幌市 
K496遺跡 A-01-496 2830  開発事業   

2 H508遺跡 A-01-508 374  詳細分布   

3 

江別市 

高砂遺跡 A-02-12 256  開発事業 国庫補助事業 

4 高砂遺跡 A-02-12 334  開発事業 国庫補助事業 

5 高砂遺跡 A-02-13 288  開発事業 国庫補助事業 

6 西野幌16遺跡 A-02-99 4250  開発事業 国庫補助事業 

7 

千歳市 

末広遺跡 A-03-37 346  詳細分布 国庫補助事業 

8 メボシ川2遺跡 A-03-53 21  開発事業   

9 メボシ川3遺跡 A-03-54 6  詳細分布 国庫補助事業 

10 イヨマイ6遺跡 A-03-156 12  詳細分布 国庫補助事業 

11 ママチ高台遺跡 A-03-199 10  詳細分布 国庫補助事業 

12 美々8遺跡 A-03-218 22  詳細分布 国庫補助事業 

13 イヨマイ7遺跡 A-03-272 5  開発事業   

14 協和3遺跡 A-03-302 250  開発事業   

15 日の出地区所在遺跡 - 12031  詳細分布 国庫補助事業 

16 寿地区所在遺跡 - 42  詳細分布 国庫補助事業 

17 蘭越地区可能性地 - 2  詳細分布 国庫補助事業 

18 北信濃地区可能性地 - 148  詳細分布 国庫補助事業 

19 史跡 キウス周堤墓群 - 107  史跡整備 法第125条 

20 恵庭市 ユカンボシE1遺跡 A-04-2 270  開発事業 国庫補助事業 

21 

渡島 函館市 

大船B遺跡 B-01-247 4094  開発事業   

22 臼尻小学校遺跡 B-01-257 1093  開発事業   

23 大船F遺跡 B-01-305 230  開発事業   

24 サイベ沢遺跡 B-01-82 142  開発事業   

25 特別史跡 五稜郭跡 - 28  史跡整備 法第125条 

26 
檜山 上ノ国町 

上之国館跡 勝山館跡 - 60  史跡整備 法第125条 

27 上之国館跡 洲崎館跡 - 180  史跡整備 法第125条 

28 上川 旭川市 豊岡4遺跡 F-01-85 43  開発事業   

29 

宗谷 

枝幸町 目梨泊遺跡 H-05-42 5  学術調査   

30 礼文町 香深井1遺跡 H-08-9 54  開発事業   

31 利尻富士町 ペシ岬遺跡 H-10-8 19  詳細分布   

32 オホーツク 湧別町 シブノツナイ竪穴住居群 I-21-35 22  詳細分布 国庫補助事業 

33 

胆振 

苫小牧市 柏原13・65・66・67・68・69遺跡 J-02-69ほか 135  詳細分布 国庫補助事業 

34 伊達市 有珠オヤコツ遺跡 J-04-69 30  学術調査   

35 
厚真町 

上厚真遺跡 J-13-1 113  開発事業   

36 富里4遺跡 J-13-150 394  開発事業   

37 むかわ町 湯の沢川1遺跡 J-14-107 7  詳細分布   

38 日高 新ひだか町 ショップ遺跡隣接地 - 76  開発事業   

39 十勝 上士幌町 萩ヶ岡7遺跡 L-04-75 600  開発事業 国庫補助事業 

40 
根室 

中標津町 標津川9遺跡 N-03-56 46  詳細分布   

41 標津町 ポー川河岸3遺跡 N-04-184 15  詳細分布   

      
調査面積合計 

28,990 ㎡ 
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令和３年度（2021年度） （公財）北海道埋蔵文化財センターによる発掘調査一覧  

番号 管内 市町村名 遺跡名 登載番号 調査面積（㎡） 調査理由 

1 石狩 千歳市 美々４遺跡 A-03-214 320  空港 

2 後志 仁木町 モンガクC遺跡 D-18-6 2663  道路 

3 上川 占冠村 占冠原野１遺跡 F-16-11 2126  道路 

4 
オホーツク 

遠軽町 旭野５遺跡 I-17-222 2640  道路 

5 興部町 興部豊野竪穴群(A) I-24-6 43  詳細分布 

6 

胆振 厚真町 

桜丘１遺跡 J-13-17 1368  河川 

7 ニタッポロ沢遺跡 J-13-73 524  河川 

8 日高幌内１遺跡 J-13-151 208  河川 

     調査面積合計  9,892㎡ 

※詳しくは、公益財団法人北海道埋蔵文化財センターへお問い合わせください。（http://www.domaibun.or.jp/) 

令和３年度（2021年度） 大学等による発掘調査

一覧 
        

番号 管内 市町村名 遺跡名 登載番号 
調査面

積（㎡） 
調査理由 調査者 

1 

石狩 札幌市 K39遺跡 A-01-39 

866.0  道路 

北海道大学埋蔵文化財調査

センター 

2 2.2  電気 

3 1.4  電気 

4 1561.0  その他建物 

5 671.1  水道 

6 8.0  その他開発 

7 285.2  道路 

8 153.0  学術研究 

9 3.0  その他開発 

10 88.0  その他建物 

11 20.0  その他建物 

12 8.0  その他開発 

13 
宗谷 稚内市 

宗谷１遺跡 H-01-75 48.0  学術研究 東京大学大学院人文社会系

研究科（福田正宏） 14 豊岩11遺跡 H-01- 15.0  学術研究 

15 

オホーツク 

北見市 

大島２（TK-11）

遺跡 
I-02-327 159.0  学術研究 

東京大学大学院人文社会系

研究科（熊木俊朗） 

16 緋牛内20遺跡 I-02-483 81.0  学術研究 
東京大学大学院人文社会系

研究科（夏木大吾） 

17 置戸町 置戸山２遺跡 I-13-105 3.0  学術研究 
札幌学院大学人文学部（大塚

宜明） 

18 

胆振 

伊達市 有珠モシリ遺跡 J-04-61 32.0  学術研究 
東北藝術工科大学（青野友

哉） 

19 豊浦町 礼文華遺跡 J-05-3 24.0  学術研究 
北海道大学大学院文学研究

院（小杉康） 

       調査面積合計  4,028.9㎡ 

※ 詳しくは、各大学等へお問い合わせください。遺跡の位置などは、北の遺跡案内（http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/

kitanoisekiannai.htm）をご覧ください。 



6 
 

市町村における発掘調査成果（令和３年度） 

このホームページについてのお問合せや、 

北海道の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

 北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 

  住所：札幌市中央区北３条西７丁目 

  電話：011-231-4111 内線 35-625 

 北の遺跡案内 

  http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/kitanoisekiannai.htm 

石狩管内 

 札幌市   Ｋ496遺跡 

       Ｈ508遺跡 

 江別市   高砂遺跡 

       西野幌16遺跡 

 千歳市   メボシ川２遺跡 

            イヨマイ７遺跡 

       協和３遺跡 

       史跡 キウス周堤墓群 

 恵庭市   ユカンボシＥ１遺跡 

  

渡島管内 

 函館市   大船Ｂ遺跡 

       臼尻小学校遺跡 

       大船Ｆ遺跡 

       特別史跡 五稜郭跡 

 

桧山管内 

 上ノ国町  史跡 上之国勝山館跡 

       史跡 上之国洲崎館跡 

 

上川管内 

 旭川市   豊岡４遺跡 

 

 

宗谷管内 

 枝幸町   目梨泊遺跡 

 礼文町   香深井１遺跡 

 利尻富士町 ペシ岬遺跡 

 

オホーツク管内 

 湧別町   シブノツナイ竪穴住居群 

 

胆振管内 

 苫小牧市  柏原13・65・66・67・68・  

        69遺跡 

 伊達市   有珠オヤコツ遺跡 

 厚真町   上厚真遺跡 

       富里４遺跡 

 むかわ町  湯の沢川１遺跡 

 

十勝管内 

 上士幌町  萩ヶ岡７遺跡 

 

根室管内 

 中標津町  標津川９遺跡 

 標津町   ポー川河岸３遺跡 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/kitanoisekiannai.htm
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調査の概要 

K496遺跡は、札幌市営地下鉄南北線麻生駅から北へ約4.2km、石狩市との市境付近に位置して

います。沖積平野の北端部に立地し、遺跡の北約400mを発寒川が流れています。現在の海岸線

から遺跡までは約6.8kmで、遺跡付近の現在の標高は約2.5mです。 

K496遺跡では、平成７～９年に発掘調査が行われており、縄文時代後期の竪穴住居跡が１

軒、土坑９基や炉跡４基などが見つかっています。 

今回の発掘調査では、調査区の一部で続縄文時代の遺物包含層が確認されました。また、明

治期以降に埋没したと考えられる旧河道も確認されています。 

遺構は、時期不明の土坑１基が検出されました。遺物は、包含層や旧河道より縄文土器、続

縄文土器や石鏃、石斧などが出土しています。 

なお、発掘調査の成果については、令和４年度末に発掘調査報告書として刊行する予定で

す。 

さっぽろし  けい496いせき 

札幌市 K４９６遺跡 （A-01-496） 

 札幌市埋蔵文化財センターまで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 札幌市教育委員会（札幌市埋蔵文化財センター） 

： 開発事業（道路） 

： 札幌市北区屯田町1014-６ほか  

： 令和３年７月１日から10月15日まで 

： 2,830㎡ 

石斧出土状況 

住  所：札幌市中央区南22条西13丁目 

電  話：011-512-5430 

開館時間：8:45～17:15 

閉 館 日：祝日・振替休日・年末年始（ただし、５月３～５日、11月３日は開館） 
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調査の概要 

H508遺跡は、札幌市北部に広がる沖積平野に立地する縄文晩期～続縄文初頭の遺跡で、モエ

レ沼の南西側に位置しています。現地表面の標高は５ｍ前後、縄文晩期～続縄文初頭の旧地表

面の標高は３ｍ前後です。 

H508遺跡は、札幌市農業体験交流施設「サッポロさとらんど」内に所在しており、平成23年

度から遺跡の整備を始め、平成30年５月に体験学習施設「丘珠縄文遺跡」としてオープンしま

した。 

これまで、平成25・26年度に確認調査を実施し、平成30年度から毎年発掘調査を実施してい

ます。 

令和３年度は、遺跡の詳細を把握することを目的として、令和２年度までと同じ地区で発掘

調査を実施し、縄文晩期～続縄文初頭の文化層で炉跡等を発見しました。遺物は土器や石器等

が出土しました。 

なお、発掘調査の成果については、令和４年度末に調査概報を刊行する予定です。 

さっぽろし  えいち508いせき 

札幌市 Ｈ５０８遺跡 （A-01-508） 

 札幌市埋蔵文化財センターまで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 札幌市教育委員会（札幌市埋蔵文化財センター） 

： 詳細分布 

： 札幌市東区丘珠町571番地3 

： 令和３年８月25日から９月28日まで 

： 374㎡ 

調査状況 

住  所：札幌市中央区南22条西13丁目 

電  話：011-512-5430 

開館時間：8:45～17:15 

閉 館 日：祝日・振替休日・年末年始（ただし、5月３～５日、11月３日は開館） 



9 

調査の概要 

高砂遺跡はJR高砂駅の北西側に広がる遺跡です。かつてJR野幌駅付近から石狩川にかけて流れてい

た旧モショッケ（虫除）川の右岸に位置しています。発掘調査は昭和39年からこれまでに20回以上実

施していますが、未だに住居跡や土壙などの遺構が発見される市内でも大きな遺跡です。これまでの

調査で縄文時代早期～擦文時代の土器・石器などが110万点以上出土しており、住居跡は240軒以上、

墓や落し穴などの土壙は1,600基以上発見されています。 

今年度は縄文時代中期の住居跡が多く発見されているエリアの 

縁辺部と、縄文時代晩期のお墓が多く発見されているエリアで併 

せて３か所を調査しました。 

29-１地区では土壙５基、落とし穴２基などを発見しました。土壙 

は直径30cm～１ｍ程度まで様々な大きさのものが検出されました。 

落とし穴は長径約3.4ｍ～3.7ｍ、横幅約0.7cm～１ｍ、深さは約１ｍ 

～1.3ｍといずれも中規模のものです。中から縄文時代中期の土器 

や石器が見つかっているため、そのような時期に使われていたか 

もしれません。 

また、今回調査区から噴砂が発見されています。噴砂とは地下か 

ら押し上げられた水が砂とともに噴出した形跡で、地盤が液状化し 

たことを示しています。土壙や落とし穴に絡んだ形跡は見られませんでしたので、縄文時代以前に大

きな地震があった痕跡かもしれません。  

えべつし   たかさごいせき 

江別市 高砂遺跡 （A-02-12）29-１地区 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 江別市教育委員会 

： 開発事業（住宅） 

： 江別市高砂町29－１ 

： 令和３年５月１日から６月12日まで 

： 256㎡ 

 江別市郷土資料館まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：江別市緑町西１丁目38  

電  話：011-385-6466 

開館時間：9：30～17：00（最終入場16：30）  

閉 館 日：月曜日・祝日の翌日・年末年始  

落とし穴 
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調査の概要 

 高砂遺跡はJR高砂駅の北西側に広がる遺跡です。かつてJR 

野幌駅付近から石狩川にかけて流れていた旧モショッケ（虫

除）川の右岸に位置しています。発掘調査は昭和39年からこれ

までに20回以上実施していますが、未だに住居跡や土壙などの

遺構が発見される市内でも大きな遺跡です。これまでの調査で

縄文時代早期～擦文時代の土器・石器などが110万点以上出土

しており、住居跡は240軒以上、墓や落し穴などの土壙は1,600

基以上発見されています。 

 今年度は縄文時代中期の住居跡が数多く発見されているエリ

アの縁辺部と、縄文時代晩期のお墓が多く発見されているエリ

アで併せて３か所を調査しました。 

 28-６・17地区では住居跡10軒、土壙52基、落とし穴２基等

を発見しました。住居跡では縄文時代中期と思われるものが多

く、直径５mを超える大型住居の床面からは縄文時代早期の土

器が多数出土しました。 

 土壙は直径約60～80cmのものが多く、長径1.1mを超える楕円

形の土壙（写真）からは安山岩の大型礫等がいくつも配され、

その中には台石や北海道式石冠が含まれていました。土器は全

体的に縄文時代中期のものが多く、縄文時代早期～擦文時代の

土器も出土しました。今年度の調査成果は、他２か所の調査成

果とあわせて令和４年度に報告書を刊行する予定です。 

 

えべつし   たかさごいせき 

江別市 高砂遺跡 （A-02-12）28-６・17地区 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 江別市教育委員会 

： 開発事業（住宅） 

： 江別市高砂町28-６・17 

： 令和３年５月１日から６月30日まで 

： 334㎡ 

 江別市郷土資料館まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：江別市緑町西１丁目38  

電  話：011-385-6466 

開館時間：9：30～17：00（最終入場16：30）  

閉 館 日：月曜日・祝日の翌日・年末年始  

大型礫が埋納された土壙  

落とし穴 
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調査の概要 

 高砂遺跡はJR高砂駅の北西側に広がる遺跡です。かつてJR

野幌駅付近から石狩川にかけて流れていた旧モショッケ（虫

除）川の右岸に位置しています。発掘調査は昭和39年からこ

れまでに20回以上実施していますが、未だに住居跡や土壙な

どの遺構が発見される市内でも大きな遺跡です。これまでの

調査で縄文時代早期～擦文時代の土器・石器などが110万点

以上出土しており、住居跡は240軒以上、墓や落し穴などの

土壙は1,600基以上発見されています。 

 今年度は縄文時代中期の住居跡が多く発見されているエリ

アの縁辺部と、縄文時代晩期のお墓が多く発見されているエ

リアで併せて３か所を調査しました。 

 41-15地区では住居跡４軒、土壙80基、落とし穴２基など

を発見しました。土壙の多くが縄文時代晩期～続縄文時代初

頭のものと考えられ、中でも長径1.1ｍを超える土壙からは

長さ約30cmもある黒曜石製の大型剥片石器が出土しました。

この石器は、旧石器時代の剥片石器を縄文時代晩期頃に刃部

だけ再加工したものかもしれません。さらにこの土壙からは

注口のような筒状の土製品や多数の石斧、石鏃も合わせて出

土しました。またこの他にも、勾玉と琥珀玉が出土した土

壙、赤色顔料を伴う土壙が検出されました。 

えべつし   たかさごいせき 

江別市 高砂遺跡 （A-02-12）41-15地区 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 江別市教育委員会 

： 開発事業（住宅） 

： 江別市高砂町41－15 

： 令和３年７月１日から９月30日まで 

： 288㎡ 

長さ約30cmもある大型剥片石器  

 土器は全体的に縄文時代晩期～続縄文時代初頭のものが多く、縄文時代中期の土器も出土しました。今年

度の調査成果は、他２か所の調査成果とあわせて令和４年度に報告書を刊行する予定です。 

 江別市郷土資料館まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：江別市緑町西１丁目38  

電  話：011-385-6466 

開館時間：9：30～17：00（最終入場16：30）  

閉 館 日：月曜日・祝日の翌日・年末年始  

土壙から出土した勾玉と琥珀玉  
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調査の概要 

 西野幌16遺跡は、野幌丘陵南東部に広がる縄文時代晩期の遺跡です。過去の試掘調査では縄文時代

晩期の遺物が見つかっており、今回の発掘調査でも同様の時期の土壙と遺物が発見されました。 

 今回の調査では土壙91基、落とし穴１基などを発見しました。土壙は正円形で直径約60cm～80cmの

大きさのものが最も多く検出されており、そのうちのいくつかは３基～５基程度で等間隔に並んで発

見されました。一部、長径１ｍを越える長円形の土壙も検出しましたが、大きさや形にどのような目

的の違いがあるのかはわかっていません。落とし穴は長径2.8ｍ、幅0.6ｍ、深さ0.8ｍと中規模のも

のでした。 

 また、土壙の中には礫を大量に敷き詰めたり、大きな礫を壙底に置いたり、土壙の上に礫をのせて

いるものなどがあり、主に石器が見つかっています。土器の破片が一緒に置かれていたものもあり、

主に縄文時代晩期頃のものでした。発掘区からは縄文時代中期～晩期の土器や石器が見つかっていま

す。 

えべつし    にしのっぽろ16いせき 

江別市 西野幌16遺跡（A-02-99） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 江別市教育委員会 

： 開発事業（農業関連） 

： 江別市西野幌511番地２、511番地５  

： 令和３年６月15日から９月30日まで 

： 4,250㎡  

底に礫が置かれた土壙 

 江別市郷土資料館まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：江別市緑町西１丁目38  

電  話：011-385-6466 

開館時間：9：30～17：00（最終入場16：30）  

閉 館 日：月曜日・祝日の翌日・年末年始  

発掘区から見つかった土器の破片 
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調査の概要 

メボシ川２遺跡は、JR千歳駅の東北東約1.8kmの市街

地に位置しています。本遺跡の範囲は古砂丘に由来す

る標高10～14mの独立丘陵（南北480m、東西200m、沖積

面からの比高差約４m）にほぼ一致します。独立丘陵は

南北に長い地形で、南半分は昭和55～58年度の根志越

地区土地区画整理事業により市街化区域となり、現在

住宅街となっています。丘陵の東側にはかつて小規模

河川のメボシ川が北流し、丘陵の500mほど北側でメム

シ川に合流していましたが、現在ではメボシ川の流路

は消滅しています。 

これまでメボシ川２遺跡では、昭和56（1981）年の

上記土地区画整理事業に伴い区画街路部分、平成23・

27・28（2011・2015・2016）年の宅地４区画部分で合

計４回にわたる発掘調査が行われています。これらの

調査により、本遺跡は後期旧石器時代から中近世まで

の複合遺跡であることが確認されています。 

今回の調査では、遺構は第Ⅰ黒色土層から焼土２

 ちとせし   めぼしがわ２いせき 

千歳市 メボシ川２遺跡 （A-03-53） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 千歳市教育委員会 

： 開発事業（住宅）  

： 千歳市豊里５丁目10番４  

： 令和３年６月24日から７月１日まで 

： 21㎡ 

 千歳市埋蔵文化財センターまで 

   

 千歳市の遺跡についてもっと知りたい方は ・・・ 

住    所：千歳市長都42－１ 

電    話：0123－24－4210 

ホームページ：http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html  

開 館 時 間 ：9:00～17:00 （平日、第２日曜日 ） 

閉  館  日：土・日（第2日曜日は除く）・祝日、年末年始 

調査の様子 

石槍出土状況 

基、小土坑１基を検出しました。遺物は第Ⅱ黒色土層から土器225点、石器類59点、礫27点、その他かく   

乱などから７点の合計318点が出土しています。主に縄文時代早期後葉と中期後半の遺物が多く出土して 

います。 

 なお、発掘調査の成果については、令和３年度末に調査概報を刊行する予定です。 

http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html
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調査の概要 

イヨマイ７遺跡は、千歳市街地の３km北東、石狩低地帯南西部にあたる勇舞川の右岸段丘上

に位置しています。現在、勇舞川は河川改修によって直線的な流路に造りかえられています

が、遺跡は河川の流れが北から東へカーブする旧河道部に面しています。遺跡内の標高は19～

20ｍです。 

イヨマイ７遺跡ではこれまで平成13・14（2001・2002）年に千歳市勇舞土地区画整理事業と

して、道路部分と包含層が掘削される宅地部分を合わせた計4,861㎡について発掘調査（第１次

調査）が行われ、今回が第２次調査に当たります。 

発掘調査の結果、第Ⅰ黒色土層中から焼土２基を検出しました。遺物は第Ⅰ黒色土層中から

35点、第Ⅱ黒色土層中から土器291点、石器類92点、礫５点、その他かく乱などから13点の合計

436点を確認しました。主に縄文時代早期後葉の遺物が多く出土しています。 

なお、発掘調査の成果については、令和３年度末に調査概報を刊行する予定です。 

 ちとせし   いよまい７いせき 

千歳市 イヨマイ７遺跡 （A-03-272） 

 千歳市埋蔵文化財センターまで 

   

 千歳市の遺跡についてもっと知りたい方は ・・・ 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 千歳市教育委員会 

： 開発事業（住宅）  

： 千歳市勇舞４丁目10番28号  

： 令和３年５月11日から５月13日まで 

： ５㎡ 

住    所：千歳市長都42－１ 

電    話：0123－24－4210 

ホームページ：http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html  

開 館 時 間 ：9:00～17:00 （平日、第２日曜日 ） 

閉  館  日：土・日（第2日曜日は除く）・祝日、年末年始 

調査の様子 遺物出土状況 

http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html
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調査の概要 

協和３遺跡は、JR北海道追分駅から北西に2.5kmほど

離れた、標高50～55m、嶮淵川支流のコムカラ川右岸段

丘上に位置しています。 

当遺跡が所在する東千歳地域では、多くの遺跡が見

つかっており、当遺跡の周辺にも、協和１・２遺跡、

ケネフチ８遺跡などが所在しています。 

遺跡全体の面積は約6,000㎡で、平成30年度に一度発

掘調査が実施されており、今年度が２度目の調査とな

ります。平成30年度の発掘調査では、縄文時代の包含

層から、遺構は土坑１基、落とし穴８基、焼土８基を

検出しており、遺物は縄文時代中期前半の土器片など

337点が出土しています。 

今年度の調査区は、平成30年度調査区のすぐ南側に

位置しており、土砂採取後に農地造成を行う開発計画

に伴い、発掘調査を行いました。 

発掘調査の結果、縄文時代の遺物包含層から遺構と

遺物を確認しました。遺構は、土坑４基、落とし穴３ 

 ちとせし   きょうわ３いせき 

千歳市 協和３遺跡 （A-03-202） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 千歳市教育委員会 

： 開発事業（農業関連）  

： 千歳市協和1932番１ 

： 令和３年８月19日から９月６日まで 

： 250㎡ 

 千歳市埋蔵文化財センターまで 

   

 千歳市の遺跡についてもっと知りたい方は ・・・ 

住    所：千歳市長都42－１ 

電    話：0123－24－4210 

ホームページ：http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html  

開 館 時 間 ：9:00～17:00 （平日、第２日曜日 ） 

閉  館  日：土・日（第2日曜日は除く）・祝日、年末年始 

調査の様子 

遺物出土状況 

基、焼土１基、炭化物集中２ヵ所を検出しました。遺物は、縄文時代の包含層から、縄文土器片が151 

点、石器類が６点、礫が23点出土しました。土器片は縄文時代中期前半「萩ヶ岡１・２式」のものが中 

心でした。 

 なお、発掘調査の成果については、令和３年度末に調査概報を刊行する予定です。 

http://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-43785-169-915.html
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調査の概要 

史跡キウス周堤墓群は、縄文時代後期後葉の集団墓地群です。JR千歳駅から北東に約８km離れ

た長沼低地東縁の馬追丘陵西裾に位置しており、史跡を構成する９基の周堤墓はかつての広大な

湿地帯と丘陵に挟まれた標高15～21ｍの段丘面に立地しています。 

本史跡の発掘調査は、大正６年（1917）、昭和39～40年（1964～65）、平成25～29年（2013～

17）の小規模なトレンチ調査に留まります。このうち、出土遺物及び火山灰の堆積から周堤墓群

が縄文時代の遺構であることを確認した昭和時代の発掘では、キウス１号周堤墓の環状の土堤の

内側で土坑墓を５基、キウス２号周堤墓で土坑墓を１基調査しています。 

今回の調査は、周堤墓が群集する範囲の外側区域での分布調査（３㎡の発掘区・20か所）と、

キウス２号周堤墓の昭和40年発掘区域（47㎡）での遺構等再確認調査です。 

分布調査では、周堤墓と同時期の遺構は検出されず、その層位から縄文時代晩期以降の時期と

判断した焼土遺構を１基検出しました。キウス２号周堤墓の確認調査では、昭和時代に発掘した

範囲・地層を特定するとともに、その埋戻し土等を除去して長径約１ｍの楕円形の土坑墓を再検

出した結果、土坑墓が当時の調査記録 

とおりの規模の墓坑であることを確認 

しました。 

今回の発掘調査に係る報告書は、令 

和５年度以降に刊行する予定です。 

 ちとせし   しせき   きうすしゅうていぼぐん  

千歳市 史跡 キウス周堤墓群  

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 千歳市教育委員会 

： 史跡整備  

： 千歳市中央2777番 

： 令和３年９月９日から11月23日まで 

： 107㎡ 

 千歳市教育委員会教育部主幹（国指定史跡担当）まで 

   

 この史跡についてのお問合せは ・・・ 

電    話：0123－23－3531 

メ  ー  ル：shiseki@city.chitose.lg.jp  

キウス２号周堤墓発掘区遠景（北東から） 
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調査の概要 

遺跡は、ＪＲ千歳線恵庭駅から南に約1.5kmの距離に位置

し、恵庭公園内の湧水を源とするユカンボシ川（延長約

6.67km）の源流部から約750ｍ下流の段丘上に立地します。遺

跡の範囲はユカンボシ川の両岸に広がり、推定面積は約

91,000㎡を測ります。これまでに平成24～26年度・令和２年

度の４か年で５次の記録保存を目的とした発掘調査が市教委

によって実施されており、平成24年度の１次調査では、縄文

時代後期後葉の墓域が確認され、赤漆塗櫛を伴った土坑墓な

ども確認されています。 

ユカンボシＥ１遺跡の６次の発掘調査となる令和３年度の

調査地は、ユカンボシ川右岸側の市街化された住宅街のなか

に位置し、標高約32ｍ、現況河川から約40ｍの距離に立地し

ます。今回の発掘調査で確認された遺構は、土坑11基・焼土

15か所・柱穴267個・土器集中６か所・石斧集中２か所・剥片

集中１か所などがあり、土坑には墓と考えられるものもあり

ます。出土遺物は、約270㎡と比較的小規模な発掘区域なが

ら、プラスチックコンテナ（54×34×15㎝）換算で70箱を数

え、令和４年１月現在、水洗いや注記作業といった整理作業を実施中です。出土した土器は縄文時代後期

後葉を主体とし、このほか石鏃や石斧などの石器類、玉や石棒などの石製品も確認されています。出土遺

物等から、今回の発掘調査で確認された遺構の大半は縄文時代後期後葉が主体であると考えられます。令

和４年度に残りの整理作業を行い、令和４年度中に発掘調査報告書を刊行する予定です。 

 えにわし   ゆかんぼしいー１いせき 

恵庭市 ユカンボシＥ１遺跡 （A-04-2） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 恵庭市教育委員会 

： 開発事業（住宅）  

： 恵庭市恵南６-８内、６-６内  

： 令和３年５月20日から10月22日まで 

： 270㎡ 

調査状況 

 恵庭市郷土資料館まで 

   

 恵庭市の遺跡についてもっと知りたい方は ・・・ 

住    所：恵庭市南島松157-２ 

電    話：0123-37-1288  

開 館 時 間 ：9:30～17:00 

閉  館  日：月曜日（休日除く）・休日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始 

石棒出土状況 
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調査の概要 

大船Ｂ遺跡は、函館市大船町の入美川左岸と大船村上川右岸との間、標高約40～45ｍの海岸段丘に位置しています。

調査区北端から70ｍほどで急崖となり、海岸線までの距離は約200ｍです。 

調査は縄文時代前期以降の遺物包含層（Ⅲ層）と、駒ヶ岳火山灰［Ko－f・g］（Ⅳ層）の下にある縄文時代早期の遺

物包含層（Ⅴ層）について実施しました。 

Ⅲ層の調査 検出した遺構は、竪穴建物跡41軒、竪穴状遺構２基、土坑152基、柱穴状土坑118基、落し穴３基、屋外炉

８基、焼土13ヵ所、剥片集中12ヵ所、集石１ヵ所、焼骨片集中５ヵ所、獣魚骨を含む貝殻の小ブロック５ヵ所です。遺

構は、調査区の中心から北西側の南東向きの緩斜面で多く見つかりました。竪穴建物跡は繰り返し同じ場所に作られた

ため、多くは重なって検出されました。遺構の時期は縄文時代後期初頭が中心でした。 

遺物は調査区のほぼ全域にみられました。土器は縄文時代中期・後期・晩期と続縄文時代のものが出土しています。

ほとんどが後期初頭の土器で、次に多いのが中期の土器でした。石器類は石鏃や石槍、スクレイパーのほか、石斧、擦

石や石皿などが出土しました。遺物総数は約70,000点です。特徴的な遺物としては、青龍刀形石器や岩偶があります。 

Ⅴ層の調査 遺構や遺物は全て縄文時代早期のもので、調査区の中央から南東側に多く見られました。検出した遺構

は、土坑11基、柱穴状土坑12基です。土器は、道南で一番古い特徴をもつ押型文や縄文に横方向の平行沈線文をつけた

ものが数十片出土しました。また、早期の終わり頃の土器が何個体か復元できそうです。石器類は石鏃、スクレイ

パー、つまみ付きナイフ、トランシェ様石器、石斧、擦石、石錘、石皿など約1,200点が出土しています。 

調査報告書は令和６年度に刊行予定です。 

はこだてし   おおふねびーいせき 

函館市 大船Ｂ遺跡 （B-01-247） 

 

発 掘 主 体 

調 査 実 施 

調 査 理 由 

： 函館市教育委員会 

： 一般財団法人 道南歴史文化振興財団 

： 開発事業（道路）  

作業風景（南東上空から）  

 この遺跡についてのお問合せや、函館市の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当 

住    所：函館市東雲町4番13号  

電    話：0138-21-3472 

ホームページ：http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

函館市縄文文化交流センター  

住    所：函館市臼尻町551-１   電話：0138-25-2030 

ホームページ：http://www.hjcc.jp/ 

開 館 時 間 ：（4月～10月）9:00～17:00、（11月～3月）9:00～16:30 

閉  館  日：月曜日（祝翌日）･毎月最終金曜日、年末年始など 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 函館市大船町435-３ほか  

： 令和３年５月７日から12月８日まで 

： 4,094㎡（Ⅲ層），2,319㎡（Ⅴ層）  

遺跡全景（南東上空から）  
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調査の概要 

臼尻小学校遺跡は、函館市臼尻町に所在する臼尻漁港西隣へと注ぐ無名

小河川の上流、海岸線からの直線距離約300ｍ、標高約30～35ｍの小河川

左岸の海岸段丘上緩傾斜地に位置しています。昭和44年に臼尻小学校改築

中にストーンサークルが発見・調査された場所は本調査区から約200ｍ離

れた標高約50ｍの現臼尻小学校校舎のある地点で、そのさらに裏手の国道

278号の通る標高約60～70ｍの地点が平成16・17・19年に調査されていま

す。 

調査は縄文時代前期以降の遺物包含層（Ⅲ層）と、駒ヶ岳火山灰［Ko-

f・g］（Ⅳ層）の下にある縄文時代早期の遺物包含層（Ⅴ層）について実

施しました。 

 Ⅲ層の調査は1,093㎡について行いました。検出した遺構は、竪穴建

物跡12軒、竪穴状遺構１基、土坑37基、埋設土器２基、焼土７ヵ所、剥片

集中１ヵ所です。遺物は約80,000点出土し、調査区北端の沢状に大きく窪

む傾斜面で捨て場とみられる遺物廃棄域から多量に出土しています。土器

は縄文時代中期（サイベ沢Ⅴ・Ⅵ式・大安在Ｂ式）、後期（トリサキ式、

大津式、 澗式）、晩期（大洞Ｃ２式）が出土し、主体となるのは後期中

葉の 澗式と晩期の大洞Ｃ２式で、遺物廃棄域からの出土もこの２型式が

大半です。石器類は石鏃や石槍、スクレイパーのほか、石斧、擦切残片、

石鋸、擦石や石皿などが出土しました。この他、遺物廃棄域からは獣魚骨

や貝類の局所的な廃棄がみられ、これらの食糧残滓とみられるものの中からは骨製のかんざしや鯨の椎間板も出土してい

ます。 

Ⅴ層の調査は山側の標高の高い範囲を中心に671㎡について行いました。検出した遺構は焼土６か所、剥片集中２ヵ所

です。遺物は約3,500点出土し、土器はムシリⅠ式や東釧路Ⅳ式が出土しています。石器は石鏃、スクレイパーのほか、

石錘、擦石、石皿などが出土しています。擦石と石皿は近接して出土する傾向がみられ、作業場的な空間のようです。 

この他、上記のⅢ・Ⅴ層の調査成果の以外に、Ⅳ層のKo-f火山灰とKo-g火山灰の間の土壌化した層から、縄文時代前

期前半のものとみられる土器と剥片の集中を確認するといった貴重な発見もありました。 

今後隣接する範囲の調査を行い、調査報告書は令和６年度の刊行予定です。 

はこだてし   うすじりしょうがっこういせき 

函館市 臼尻小学校遺跡 （B-01-257） 

 

発 掘 主 体 

調 査 実 施 

調 査 理 由 

： 函館市教育委員会 

： 一般財団法人 道南歴史文化振興財団 

： 開発事業（道路）  

 この遺跡についてのお問合せや、函館市の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当 

住    所：函館市東雲町4番13号  

電    話：0138-21-3472 

ホームページ：http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

函館市縄文文化交流センター  

住    所：函館市臼尻町551-１   電話：0138-25-2030 

ホームページ：http://www.hjcc.jp/ 

開 館 時 間 ：（4月～10月）9:00～17:00、（11月～3月）9:00～16:30 

閉  館  日：月曜日（祝翌日）･毎月最終金曜日、年末年始など 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 函館市臼尻町340-1ほか  

： 令和３年７月１日から12月２日まで 

： 1,093㎡（Ⅲ層）、671㎡（Ⅴ層） 

調査区遠景（南から）  

作業状況（南西から）  
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調査の概要 

大船Ｆ遺跡は、函館市大船町に所在する角張川左岸に沿って東西に細長く遺跡範囲が広がっています。今年度調査区

はその東端にあたり、南は角張川、東は大船漁港を眼下に見下ろす急崖の上に立地した標高約48ｍの地点です。ここよ

り北方向へは数百メートルに亘って海岸線に迫る急崖上の平坦面が続きますが、周知の遺跡はありません。大小いくつ

かの沢を越えた南東400ｍ程には大船Ｂ遺跡があります。 

調査は縄文時代前期以降の遺物包含層（Ⅲ層）と、駒ヶ岳火山灰［Ko－f・g］（Ⅳ層）の下にある縄文時代早期の遺

物包含層（Ⅴ層）について実施しました。 

Ⅲ層の調査で検出した遺構は、竪穴建物跡１軒、竪穴状遺構１基、土坑２基、柱穴状土坑１基です。竪穴建物跡は調

査区南側の角張川に面した縁辺部で検出され、斜面の自然崩落によって半分程を消失しているとみられます。遺物は約

700点出土しました。土器は後期初頭の天祐寺式が主に出土し、石器はスクレイパーや砥石などが出土しています。 

Ⅴ層の調査で検出した遺構は、焼土３ヵ所、剥片集中２ヵ所です。Ⅴ層の地形は山側から海側方向へと沢状の窪地が

２条調査区内を横断しており、大小無数の礫が調査区を覆っています。遺物は約1,300点出土しました。土器は根崎

式、中茶路式、東釧路Ⅳ式などが出土し、それぞれがまとまって出土しています。石器は石鏃、つまみ付ナイフ、石

斧、擦石、石皿、砥石などが出土しています。集落本体の様子はわかりませんが、調査区は作業場的な空間とみられま

す。  

はこだてし   おおふねえふいせき 

函館市 大船Ｆ遺跡 （B-01-305） 

 

発 掘 主 体 

調 査 実 施 

調 査 理 由 

： 函館市教育委員会 

： 一般財団法人 道南歴史文化振興財団 

： 開発事業（道路）  

 この遺跡についてのお問合せや、函館市の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当 

住    所：函館市東雲町4番13号  

電    話：0138-21-3472 

ホームページ：http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

函館市縄文文化交流センター  

住    所：函館市臼尻町551-１   電話：0138-25-2030 

ホームページ：http://www.hjcc.jp/ 

開 館 時 間 ：（4月～10月）9:00～17:00、（11月～3月）9:00～16:30 

閉  館  日：月曜日（祝翌日）･毎月最終金曜日、年末年始など 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 函館市大船町394ほか  

： 令和３年５月19日から６月30日まで 

： 230㎡ 

調査区遠景（南から） Ⅴ層完掘状況（東から） 
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調査の概要 

五稜郭跡は、函館山を要として扇状に広がる函館市街地

の中央、標高10ｍ程の台地上に築造された西洋式城郭で、

幕末の箱館開港に伴い設置された箱館奉行所の外郭施設と

し て安政４ 年（1857）に 着工し、7年 後の元治 元年

（1864）に完成、蝦夷地統治の中心となりました。明治維

新期の戊辰戦争最後の戦いである箱館戦争の舞台となり、

以後、明治期は陸軍の練兵場として、大正３年（1914）か

らは公園として市民に開放され現在に至っています。 

五稜郭跡は、改変されたところもあるがよく旧規をとど

めていて城郭史上重要であるとともに、幕末における洋学

採用の一端を示すものとして学術上極めて価値が高いこと

から、昭和27年（1952）に北海道唯一の国の特別史跡に指

定されました。 

昭和58年度（1983）から史跡整備に伴う発掘調査が実施

され、平成22年（2010）には郭内中央に箱館奉行所が復元

されました。以降は石垣修理を主とした整備を継続して実

施してきています。 

令和３年度は、平成30年４月に出隅付近の一部で積石の

崩落が発生した堀内周南側石垣の保存修理に伴う調査を実施しました。 

石垣修理は出隅部を挟んだ両側で積石の解体と積み直しを行いましたが、そのうち令和３年度は、出隅から11ｍ

～24ｍ北側の天端から２～３石分の積石の解体・積み直しを行うため、石垣背面の裏込め層および背面地盤の掘削

を行い遺構確認および土層堆積状況の記録を行いました。 

調査の結果、地山を掘り込んで栗石による裏込め層を構築し、その前面に空積みにより積石を積んで石垣を築い

ていたことが確認されました。なお幕末期の石垣構築に伴う石垣以外の遺構の検出や、当該期に属する出土遺物は

ありませんでした。 

はこだてし   とくべつしせき  ごりょうかくあと 

函館市 特別史跡 五稜郭跡  

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

： 函館市教育委員会 

： 史跡整備（石垣修理） 

 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 函館市五稜郭町 

： 令和３年５月26日から６月９日まで 

： 28㎡  

 この遺跡についてのお問合せや、函館市の遺跡をもっと知りた

 函館奉行所 

住    所：函館市五稜郭町44番3号 

電    話：0138-51-3864 

ホ ー ム ペ ー ジ ： https://hakodate-

bugyosho.jp 

開 館 時 間 ：（4月～10月）9:00～

 函館市教育委員会生涯学習部文化財課  

住    所：函館市東雲町4番13号  

電    話：0138-21-3456 

ホームページ：http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

★五稜郭跡について ★函館市内の遺跡について 

堀内周南側石垣の解体  

石垣背面の土層堆積  
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調査の概要 

勝山館跡は、夷王山中腹の標高70ｍ～110ｍの海成段丘面上に

位置しています。文明５（1473）年に八幡宮を造り、館神を

祀ったとされることからこの頃には勝山館は成立していたと考

えられています。館は蠣崎季繁の死後、武田信広がアイヌ民族

との境界とされる天の川の南岸に築城したといわれています。 

これまで、昭和54年から平成22年度に発掘調査が行われ、200

棟以上の掘立柱建物跡、約70基の竪穴建物跡、礎石建物跡、井

戸跡、土壙、柵列、空堀、橋、通路などの遺構が見つかってい

ます。遺物は、中国・朝鮮・本州産の陶磁器、鉄製品、中国・

ベトナム・琉球で生産された銅銭・大銭、木製品、石製品、アイヌ

民族が使用した骨角器など約10万点の遺物が出土しています。ま

た、勝山館後方の夷王山墳墓群には約600基を超える墳墓が点在

し、その中にアイヌの墓もあることから和人とアイヌの共生が言わ

れています。 

令和３年度は、主郭西側に位置する鶴の池周辺遺構の確認を行う

ため、調査を実施しました。旧道跡、礎石跡と思われる石や集石遺

構を検出しました。旧道跡は主郭部の客殿横の柵列が途切れる箇所

から沢に向かって下り、沢から鶴の池に向かう方向に延びていま

す。礎石跡と思われる石は1640年降下の駒ケ岳ｄ火山灰（Ko-ｄ）の下にあることから、礎石であれば1640年以前の礎

石建物跡であると考えられます。 

遺物は、室町時代の灰釉皿、越前すり鉢などの陶磁器や鉄製品の刃物（柄）、江戸時代の越後産徳利の他、縄文土

器・石器が出土しています。 

次年度以降は、今回見つかった旧道跡の繋がりの確認や礎石跡と思われる地点付近に調査区を設定し、礎石建物跡

であるかの確認、集石遺構の性格の確認を行う他に、鶴の池から沢に向かう暗渠の年代確認のために調査を継続する

予定です。 

報告書の刊行は令和３年度末に予定しています。 

かみのくにちょう しせき  かみのくにたてあとのうち かつやまだてあと 

上ノ国町 史跡 上之国館跡のうち勝山館跡 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 上ノ国町教育委員会 

： 史跡整備  

： 檜山郡上ノ国町字勝山423-１ 

 上ノ国町教育委員会まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、上ノ国町の遺跡をもっと知りたい方は ・・・ 

住    所：檜山郡上ノ国町字大留100番地  

電    話：0139-55-2230 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年５月17日から11月２日まで 

： 60㎡ 

勝山館跡遠景 

礎石跡出土状況 



23 

調査の概要 

洲崎館跡は、天の川の河口から約800m北東方向に位置し、史跡内に

建てられている砂館神社の南～南東側の標高１～７mの平坦地と南西

側、東側、北側の海成段丘面を覆う標高11～15m砂丘上に所在していま

す。 

長禄元（1457）年に起きたアイヌと和人との戦い（コシャマインの

戦い）においてアイヌの侵攻を抑えた武田信広が築城したといわれて

います。また、鎌倉時代に相当する青磁や擂鉢が見つかっているた

め、築城以前から集落及び交易を行う港湾施設が存在していたと考え

られています。 

これまで、平成11～13、30年度、令和元～２年度に発掘調査が

行われ、竪穴建物跡や掘立柱建物跡、柵列、空堀・土塁、土壙な

どの遺構が見つかっています。遺物は、13世紀後半～16世紀前半

に相当する青磁、白磁、染付・珠洲焼、越前焼、瀬戸・美濃など

の陶磁器、釘、火箸や火打ち金、和鏡などの金属製品、砥石、ガ

ラス玉、アイヌの骨角器などが出土しています。 

令和３年度は、空堀や旧道、近世以降と考えられる柱列を検出

しました。空堀では1640年降下の駒ケ岳ｄ火山灰（Ko-ｄ）がレン

ズ状に堆積しており、中世に作られた空堀であることを確認して

います。 

遺物は、青磁碗や白磁坏などの陶磁器や骨角器の中柄、鉄製の斧、瓦のほかに懸仏が出土しています。瓦はKo-ｄ

火山灰上から出土しており、毘沙門堂の焼失後の再建（1779年）の翌年の御神体勧請の際の棟札に瓦師の名がある

ことから毘沙門堂再建時に瓦を葺いていたことが推測されています。懸仏は、形状から毘沙門天と思われ、須弥山

をイメージした岩座に立ち、左手の持物
じ も つ

が欠損しています。 

次年度は、今回見つかった空堀の付近や旧道跡の繋がりの確認、懸仏出土地点付近に調査区を設定し、遺構の規

模・構造を把握するために調査を継続する予定です。 

報告書の刊行は令和３年度末に予定しています。 

かみのくにちょう しせき  かみのくにたてあとのうち すざきたてあと 

上ノ国町 史跡 上之国館跡のうち洲崎館跡 
 （C-02-25） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 上ノ国町教育委員会 

： 史跡整備  

： 檜山郡上ノ国町字北村137-1 

 上ノ国町教育委員会まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、上ノ国町の遺跡をもっと知りたい方は ・・・ 

住    所：檜山郡上ノ国町字大留100番地  

電    話：0139-55-2230 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年５月17日から11月２日まで 

： 180㎡ 

洲崎館跡遠景 

懸仏（毘沙門天）出土状況 
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調査の概要 

豊岡４遺跡は牛朱別川左岸段丘を開析するポンウシュベツ川の右岸段丘上にあります。旭川

市教育委員会社会教育部では豊岡小学校増改築工事に伴い、令和元年度に試掘調査を実施しま

した。その結果、グランドの一部に遺物や遺構らしい落ち込みを発見したため。発掘調査を行

うことになり、令和３年10月に実施しました。 

調査の結果、試掘調査で確認されていた遺構らしき落ち込みは、古い時代に風で倒れた木の

跡であることが判明しました。また用途不明の小さなピットが発見されました。この小さな

ピットの中からは、墓石のように丸い石が入っていました。遺跡全体で、土器34点、石器７

点、礫１点、合計42点の遺物が発見されました。土器の時代は縄文時代の前半から中期にかけ

てのものと、続縄文時代の前半のものと思われます。 

現在、豊岡４遺跡の調査報告を作成中で、３月末までには刊行の予定です， 

あさひかわし  とよおか４いせき 

旭川市 豊岡４遺跡 （F-01-85） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 旭川市教育委員会 

： 開発事業（学校）  

： 旭川市豊岡10条３丁目125-36 

： 令和３年10月５日から10月26日まで 

： 43㎡ 

１ ピット出土  ２～５ 包含層若しくは風倒木痕出土  ４・５は同一個体 

 旭川市教育委員会文化振興課まで   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：旭川市6条通8丁目セントラル旭川ビル７F 

電  話：0166-25-7558 
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調査の概要 

目梨泊遺跡は、枝幸町北端の「神威岬」を望む標高約20ｍの

海岸段丘上に位置しています。この遺跡はオホーツク文化最大

級の集落遺跡の一つとして知られており、昭和40年代には北海

道大学による学術調査が行われました。さらに平成に入り、枝

幸町教育委員会が発掘調査を行った結果、４基の竪穴式住居跡

を中心に50基を超える墓が見つかり、20万点を超える出土品が

見つかりました。 

この時の調査によって、大陸製の装飾品や本州製の武器な

ど、交易によってもたらされたたくさんの品々が発見され、オ

ホーツク文化の交易・交流の様相を知る貴重な資料として、平成12

年にその一部が国の重要文化財に指定されました。平成11年の「オ

ホーツクミュージアムえさし」開館後は、筑波大学や札幌大学と連

携した学術調査を行い、現在は地元の枝幸高等学校と一緒に小規模

な学術調査を継続しています。 

現在発掘しているのは、目梨泊遺跡のほぼ中央に位置する舌状台

地の縁辺にあたる場所です。この場所では平成30年の発掘調査に

よって、本道では初めてとなる「蒔絵金銅装直刀」が地元の高校生

の手によって掘り出されました。 

今年の調査では、この「蒔絵金銅装直刀」が見つかった周囲の精査を行っています。この刀は、オホーツク人が埋葬

された墓の副葬品と推定されていますが、正確な時期を決定する手がかりが欠けています。今年は、刀を副葬した墓と周

囲にある竪穴式住居との前後関係を調べるための試掘調査を行いました。調査の結果、たくさんのオホーツク式土器、黒

曜石剥片などが見つかりましたが、調査期間が短かったこともあり、その関係を解明するにはいたりませんでした。 

発掘調査は、平成30年度から３カ年事業として予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、

事業期間を延長して令和５年度をめどに報告書を刊行する予定です。 

えさしちょう  めなしどまりいせき 

枝幸町 目梨泊遺跡 （H-05-42） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 枝幸町教育委員会 

： 学術研究 

： 枝幸郡枝幸町目梨泊43-２ 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年10月２日から10月10日まで 

： ５㎡ 

 オホーツクミュージアムえさしまで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

郵便番号／住所：〒098-5823 枝幸郡枝幸町三笠町1614-１ 

電     話：0163-62-1231 

メ  ー  ル：museum@esashi.jp 

開 館 時 間：9:00～17:00 

閉  館  日：毎週月曜日・月末の火曜日・年末年始 

遺跡遠景  

蒔絵金銅装直刀・足金具 
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調査の概要 

香深井１遺跡は、礼文島の玄関口香深フェリーターミナルから北

へ約５㎞、香深井地区にあります。遺跡は、香深井湾のほぼ中央、

香深井川河口の北側に形成された標高２～４mほどの海岸砂丘上に

立地し、西側に沖積地、東側には海の向こうに利尻島を臨みます。 

この遺跡は、昭和28年にオホーツク土器を伴う遺跡であることが

公表され、昭和43年から47年までの北海道大学による調査では、オ

ホーツク文化期の住居や豊富な遺物を含む魚骨層などが見つかりま

した。その成果は、香深井１遺跡を道北地方の代表的なオホーツク

文化の遺跡として知らしめています。また、令和２年より道路工事

に先立つ発掘調査が継続して行われています。 

今年度の調査区は、砂丘の頂部から海岸へ至る斜面にあたり、令

和２年度の調査に続いて浜辺に作られた集石炉が６基見つかりまし

た。 

遺物としては、紀元７～８世紀ごろにあたると考えられるオホー

ツク文化期後期の土器、漁網の錘だと考えられる石錘などが見つか

りました。また、鳥、魚、家畜など食料となった動物の骨や貝殻と

いった動物遺存体も出土しています。 

イヌやブタといった家畜の骨は大陸とのつながりを示すもので、また、砂浜に作られた集石炉や漁網の石錘は海

を生活の場としていたオホーツク文化らしい遺物や遺構といえます。 

オホーツク文化の集落は沿岸部に作られることが知られていますが、今回の調査区は特に旧汀線に近いことが特

徴です。見つかった集石炉は、彼らが波打ち際で活動していた証拠であり、住空間がある内陸部と生業の場であっ

た海とをつなぐという点で、オホーツク文化の生活を復元する上で示唆に富むものです。 

なお、来年度以降も隣接地で調査を行う計画で、発掘調査の成果については、開発予定地内の調査完了後に報告

書を刊行する予定です。 

れぶんちょう  かふかい１いせき 

礼文町 香深井１遺跡 （H-08-9） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

： 礼文町教育委員会 

： 開発事業（道路） 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 礼文町大字香深村字カフカイ11-53、56、65、66 

： 令和３年９月１日から11月４日まで 

： 54㎡ 

 この遺跡についてのお問合せや、礼文町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

★香深井１遺跡について 

礼文町教育委員会まで 

電 話：0163-86-2119  

 ★礼文町内の遺跡について 

   

礼文町郷土資料館まで  

住  所：礼文郡礼文町大字香深村字ワウシ958-４  

http://rebun-museum.org  

集石炉検出状況（南東より） 

有孔石錘 
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調査の概要 

ペシ岬遺跡は、稚内とのフェリーの玄関口である鴛泊港の北側にあるペシ岬の中腹に位置し

ています。一帯は、鴛泊市街を一望できる観光スポットとなっていて、厳島神社や会津藩士の

墓碑など近世の文化財も分布しています。 

昭和初期から戦後にかけて、北海道大学の研究者らが遺跡を訪れた際、地元民が採集した遺

物や竪穴住居のようなくぼ地が確認されています。平成17年には遊歩道沿いを中心に分布調査

を行ないました。今回の調査目的は、竪穴住居の有無を確認するためで、畑地跡で発掘を実施

しました。 

遺物は、オホーツク文化後期の貼付文土器を中心に出土しましたが、遺構は確認されていま

せん。期間中、総合学習の一環として鴛泊小学校６年生の体験発掘授業を２回行なうことがで

き、遺跡への理解を深める機会となりました。 

次年度についても、周辺の継続調査ならびに体験学習の機会を設ける予定です。 

 りしりふじちょう   ぺしみさきいせき 

利尻富士町 ペシ岬遺跡 （H-10-8） 

 この遺跡についてのお問合せや、利尻富士町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 利尻富士町教育委員会 

： 詳細分布 

： 利尻富士町鴛泊字港町96番地 

： 令和３年９月６日から９月15日まで 

： 19㎡ 

 りっぷ館まで 

住  所：利尻富士町鴛泊字栄町  

電  話：0163-82-1721 

開館時間：9:00～17:00 

開 館 日：５月１日～10月31日 

 利尻富士町教育委員会まで 

電  話：0163-82-1730 

メ ー ル：kyoui-shakyo@town.rishirifuji.hokkaido.jp 

出土遺物 体験発掘授業のようす 
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調査の概要 

シブノツナイ竪穴住居群は湧別市街地から西に４kmほ

ど、シブノツナイ湖と湧別川の支流センサイ川に挟まれた

標高４～５ｍの台地の北端に位置しています。 

この遺跡の特徴は、竪穴住居跡と考えられる窪みが地表

で確認できることと、その窪みが530基も密集しているこ

とです（写真１）。その貴重さから、昭和42年３月17日に

北海道の史跡「シブノツナイ竪穴住居跡」として指定され

ました。竪穴住居跡の平面形状は円形、柄鏡形、多角形、

方形と様々なものがありますが、方形が全体の約61％、

326基と最も多く確認できます。竪穴住居跡は平面形状からどの

時期・文化のものか判断できます。方形の竪穴住居跡は擦文文

化のものであるため、この竪穴群は主に擦文文化期（７世紀～

13世紀頃）に形成されたのものだと考えられます。 

平成30年度から湧別町が行っている発掘調査も今年で４年目

となりました。今年の発掘は、一辺が10m前後もある大型の竪穴

住居跡を選んで実施しました（写真２）。調査の目的は竪穴住

居跡の年代や内容を把握することなので、カマドの確認を目標

としました。カマドは擦文文化期の竪穴住居跡に見られる特徴的な要素というだけでなく、それが見つかれ

ば、年代測定に必要な炭化物や当時の食性などを調べるために必要な土壌などを採取することができます。

調査の結果、１基の竪穴住居跡でカマドの確認と炭化物等の採取、擦文土器の収集ができました。炭化物の

年代測定結果はこれからですが、土器は文様の種類から擦文文化後晩期（約1,000年前）のものと推定できま

した。 

今年の調査成果として、発掘調査概要報告書を令和４年３月末に刊行予定です。発掘調査は来年度も同程度

の規模で実施する予定です。 

ゆうべつちょう しぶのつないたてあなじゅうきょぐん 

湧別町 シブノツナイ竪穴住居群 （I-21-35） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 湧別町教育委員会 

： 詳細分布 

： 湧別町川西717、718 

 湧別町教育委員会ふるさと館JRY・郷土館まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、湧別町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

電  話：01586-2-3000 

 

開館時間：9:00～16:30（入館は16:00まで） 

閉 館 日：月曜日（祝日は開館）・年末年始 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年７月15日から８月11日まで 

： 22㎡ 

写真１：シブノツナイ竪穴住居群 全景 

写真２：竪穴住居跡の発掘風景 
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調査の概要 

苫東開発区域内の柏原地区の調査で、新たに柏原65・66・67・68・69遺跡を発見しました。

また、柏原13遺跡の範囲を確定しました。遺構として柏原66～69遺跡で落し穴をそれぞれ１基

確認しました。遺物は柏原65遺跡で土器７点、石器等33点、柏原13遺跡で土器10点、石器等14

点が出土しています。いずれも縄文時代のものです。報告書は令和５年度に刊行予定です。  

とまこまいし      かしわばら13・65・66・67・68・69いせき 

苫小牧市 柏原13・65・66・67・68・69遺跡  
               （J-02-69・307・308・309・310・311） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 苫小牧市埋蔵文化財調査センター 

： 詳細分布 

： 苫小牧市字柏原24-１、149-１  

： 令和３年９月28日から10月30日まで 

： 135㎡（1.5×６ｍの試掘溝15本)  

柏原13・65・66・67・68・69遺跡位置図 

 苫小牧市埋蔵文化財調査センターまで 

   

 苫小牧市の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

住  所：苫小牧市末広町３丁目９番７  

電  話：0144-35-2550 

閉 館 日：月曜日、年末年始 

柏原65遺跡出土資料（一部） 
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調査の概要 

有珠オヤコツ遺跡は伊達市向有珠町にある続縄文期～17世紀頃の遺跡で

す。昨年度までのカムイタプコプ下遺跡の発掘調査に引き続き、科研費

19H01352基盤研究（B）「巨大噴火・津波の痕跡を軸とした17世紀アイヌ

文化と環境に関する学際的研究」の一環として、発掘調査を行いました。 

有珠地区の特徴として、946年の白頭山噴火（B-Tm）、1640年の駒ヶ岳

噴火（Ko-d）・津波、1663年の有珠山噴火（Us-b）といった年代を特定で

きるイベント堆積物との層位関係から遺構や遺物の年代を細かく推定する

ことができるという点が挙げられます。 

今回の発掘は、有珠地区のそうした特徴を活かして、世界的な寒冷期に

当たる17世紀に有珠に住んでいた人々がどのように暮らしていたのか

を明らかにすることを目的として行われました。 

調査の結果、畑跡、焼土、貝塚、柵列跡とみられる遺構などととも

に、銅製品、擦文土器片28点、貝類、動物骨・魚骨といった動物遺存

体が発見されました。 

この内、柵列跡とみられる遺構は、Us-b火山灰の上から打ち込まれ

た６つの杭状の穴が連なるもので、1663年以降の柵列もしくは住居の

跡であると考えられます。 

畑跡は、Us-b火山灰とKo-d火山灰・津波堆積物に挟まれた層位で発

見されたため、1640～1663年の間の畑跡であることが分かります。有珠地区では、他の遺跡でも同じ時期の畑跡が見つ

かっていることから、当時のアイヌの人々が様々な場所で畑を営んでいたことが分かりました。 

貝塚はKo-d火山灰と津波堆積物に覆われていました。このことから、貝塚が形成されたのは1640年以前であることが

分かります。貝塚は小規模なもので、アサリ、イガイが集中するブロックとホタテガイなどが集中するブロックの２つ

のまとまりに分かれていました。これらのブロックは、１回の採集活動や食事、儀礼あるいは廃棄の単位を表してい

る可能性があります。今後、遺物の年代測定や魚骨類の同定などの分析を進め、より詳細に当時の生活や環

境を復元したいと考えています。 

 だてし    うすおやこついせき 

伊達市 有珠オヤコツ遺跡 （J-04-69） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 伊達市教育委員会  

： 学術研究  

： 伊達市向有珠町161-６の内 

 この遺跡についてのお問合せや、伊達市の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

★有珠オヤコツ遺跡について 

伊達市教育委員会生涯学習課文化財係まで 

電 話：0142-23-3331  

 ★伊達市内の遺跡について 

だて歴史文化ミュージアムまで  

住  所：伊達市梅本町57-１  

電  話：0142-25-1056  

開館時間：9:00～17:00  

閉 館 日：月曜日（月曜が休日の場合はその翌日、連休の場合は終了日の翌日） 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年11月15日から11月19日まで 

： 30㎡ 

発掘調査風景 

貝塚検出状況 
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調査の概要 

厚真町は北海道胆振総合振興局管内の胆振東部に位置し、埋蔵文化

財包蔵地として登載されている遺跡数は令和３年12月末日現在で151ヵ

所になります。遺跡は厚真川河口から約5.6kmの支流軽舞川との合流点

に面した標高約17mの台地上に所在しています。発掘調査は、台地縁辺

部における町道上厚真小学校通り線の改良拡幅工事に伴い延長約37

ｍ、最大幅約４ｍの範囲で実施しました。 

調査の結果は、縄文時代の土坑墓１基、焼土１ヵ所、土器集中１ヵ

所（早期末葉東釧路Ⅳ式土器）を検出し、土器石器等465点が出土して

います。町内の発掘では最も古い早期中葉貝殻文土器の住吉町式土器

片が４点出土しています。続縄文時代では前葉の汐見式期の焼土２ヵ

所を検出し、擦文文化期では後期の土器集中２ヵ所、エゾシカの獣骨

と礫で構成する遺物集中１ヵ所を検出しています。 

アイヌ文化期では焼土１ヵ所、礫集中１ヵ所、エゾシカ獣骨と礫の

遺物集中１ヵ所、ウバガイ（通称、北寄貝）やエゾシカ獣骨、刀剣

類、礫などで構成する遺物集中１ヵ所を検出したほか、調査区中央部

付近の斜面にて内耳鉄鍋片10点が出土しています。 

今回の発掘調査で特筆すべき成果はアイヌ文化期のウバガイを伴う

遺物集中です。調査区東端部の台地平坦面に位置し、調査区外へも広

がっていますが、確認できた平面規模は長軸約２ｍ、短軸約１ｍの範囲にわたってウバガイ集中を検出していま

す。貝殻は全て破砕されており、殻頂部で確認できた最少個体数は32個体で、推定個体長は概ね11～12cmの貝殻

と思われます。検出層位は有珠ｂ火山灰（1663年降下）から１～２cm程度黒色土を被覆しており16～17世紀前葉

にかけての年代が推定できます。ウバガイ集中の下層からは、エゾシカを主体とする頭蓋骨や四肢骨の集中、刀

剣類、灰ブロック、ホタテガイ貝殻を検出し、数回にわたる廃棄行為を確認しました。この遺物集中は、アイヌ

民俗例の送り場跡と考えられ、厚真川下流域におけるアイヌ民族の歴史を探るうえで貴重な発見例と言えます。 

あつまちょう  かみあつまいせき 

厚真町 上厚真遺跡 （J-13-1） 

 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年６月21日から７月１日まで 

： 113㎡ 

 厚真町教育委員会 生涯学習課社会教育グループ 軽舞遺跡調査整理事務所（旧軽舞小学校）まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、厚真町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

電 話：0145-28-2733 

メール：shakai@town.atsuma.lg.jp  

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 厚真町教育委員会 

： 開発事業（道路） 

： 勇払郡厚真町字厚和66-１、72-１･６･８ 

調査区全景（東から撮影・写真奥は厚真川） 

ウバガイ集中（アイヌ文化期） 
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調査の概要 

厚真町は北海道胆振総合振興局管内の胆振東部に位置し、埋蔵

文化財包蔵地として登載されている遺跡数は令和３年12月末日現

在で151ヵ所になります。遺跡は厚真川河口から約23kmの厚真川中

流域左岸の支流頗美宇川との合流点付近の標高約35～36ｍの河岸

段丘上に立地しています。発掘調査は、2018年９月６日の北海道

胆振東部地震により損壊した吉野・富里・高丘地区の自治会館統

廃合に伴う防災拠点施設新築工事によるものです。調査区域は事

前の試掘調査の結果、建物施設の約４分の１にあたる範囲で実施

しました。 

調査の結果は、樽前ｃ火山灰（約2,500年前降下）より下層の縄

文時代では焼土３ヵ所、土器集中１ヵ所（晩期後葉）、炭化物集

中２ヵ所、フレイク・チップ集中１ヵ所を検出し、遺構出土の遺

物も含め土器石器等2,271点の遺物が出土しています。これらの検

出遺構群のうち焼土２ヵ所、炭化物集中２ヵ所は土器集中に隣接

して検出しており、層位的にも縄文晩期の所産と思われます。遺

物は縄文早期後葉の中茶路式土器、中期前半の円筒上層式系土器

が少量出土し、主体は晩期後葉の土器群で、石英結晶をやや多量

に含む「富良野盆地系土器」も含まれています。 

樽前ｃ火山灰（約2,500年前降下）より上層の黒色土からは樽前ｂ火山灰（1667年降下）以前の中世アイヌ文

化期の焼土１ヵ所、礫15点が出土しています。焼土からはフローテーション作業の結果、ウグイと思われるコイ

科の焼骨片が出土し、サケ科の焼骨片は極僅かで、これまでの発掘調査成果と同様、厚真川流域でのサケ科の遡

上、利用頻度が少ないことが判明しています。炭化種子も回収でき、ブドウ科やコナラ属の野生種のほか、ア

ワ、キビ、オオムギ、ムギ類が確認されています。オオムギはオホーツク文化期以降に大陸からの由来とされる

短粒形裸性オオムギであり、注目に値する試料が得られています。 

あつまちょう  とみさと４いせき 

厚真町 富里４遺跡 （J-13-150） 

 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年５月10日から６月11日まで 

： 394㎡ 

 厚真町教育委員会 生涯学習課社会教育グループ 軽舞遺跡調査整理事務所（旧軽舞小学校）まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、厚真町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

電 話：0145-28-2733 

メール：shakai@town.atsuma.lg.jp  

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： 厚真町教育委員会 

： 開発事業（その他開発） 

： 勇払郡厚真町字富里373-１ 

調査区遠景（南から撮影・調査区は写真中央） 

焼土（中世アイヌ文化期） 
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調査の概要 

湯の沢川１遺跡は、鵡川市街から東北東の方向に15㎞離れ

た、鵡川左岸の舌状台地の先端部に位置しています。この地域

では、鵡川とその支流を含む関連水系によって形成された細長

い河岸段丘が続き、丘陵上にピタルシナイ１遺跡など、既知の

埋蔵文化財包蔵地が所在しています。湯の沢川１遺跡は、鵡川

と湯の沢川の合流部から270ｍほど湯の沢川を遡る位置にあ

り、丘陵本体から低く細長く突き出した自然堤防上に立地して

います。平成31年３月の分布調査で遺跡が発見され、現地表面

に、竪穴住居跡が埋没した痕跡と推定される方形のくぼみが、

少なくとも３カ所確認できることから、令和３年度に、遺跡の

内容をより詳しく確認するための発掘調査を実施しました。 

調査をした方形のくぼみは１基です。現地表面で４m×４m、

深さ40cmの規模があります。南北方向にトレンチを設定しまし

た。調査の結果、擦文文化期に特有の竪穴住居跡ではなく、樽

前ｂ軽石層の上から掘り込まれた、近世のアイヌ文化期の竪穴

状遺構であることがわかりました。遺構の掘り込みは、樽前ｂ

軽石層で完結しており、軽石層直下の安定した土層を底面とします。覆土は、土壌の混じった軽石を主体とす

る内容物であり、細かい木炭に混じって、炭化した堅果類も出土しました。このほか、編み物石と推定され

る、長さ５cm前後の細長い礫も複数出土しています。年代を特定できる遺物の出土はありませんでしたが、竪

穴状遺構は樽前ａ及び駒ヶ岳ｃ2に相当する軽石に覆われていることから、遺構の年代として、1667年～1694

年の範囲内、およそ17世紀後半に位置付けられました。この他、樽前ｂ軽石層直下の土層から、骨片が出土し

ていますので、樽前ｂ軽石が降下する以前にも、生活域が形成されていたものと考えられます。そこで、より

古い時代の文化層を確認するため、サブトレンチを掘削したところ、シルト層の中から黒曜石のチップ２点に

加え、集石を１基検出しました。集石は、７個の礫がＣ字状に配されているようにみえます。灰や焼土の検出

はありませんでした。 

 むかわちょう   ゆのさわがわ１いせき 

むかわ町 湯の沢川１遺跡 （J-14-107） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

： むかわ町教育委員会 

： 詳細分布 

： むかわ町有明302番地１地先の河川敷地 

湯の沢川１遺跡遠景 

 むかわ町教育委員会生涯学習課社会教育グループまで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

電  話：0145-42-2487（グループ直通） メ ー ル：skyouiku@town.mukawa.lg.jp 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 令和３年９月20日から９月30日まで 

： 6.9㎡ 

集石の検出状況 
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調査の概要 

本遺跡は、上士幌市街から北に約７㎞のサックシオルベツ川（遺跡が営まれた当時は音更

川）の左岸段丘縁（標高約350m）に位置しており、同じ段丘面上の南側には萩ヶ岡５遺跡が所

在しています。 

令和元年、農地造成事業に伴う試掘調査が実施され、黒曜石製石刃ほか２点の遺物が出土

し、新たな埋蔵文化財包蔵地として登載されました。また、露出した断面等の状態から、遺物

包含層は良好に保存されていることが確認されました。その後、令和２年に２回目の試掘調査

が実施され、新たに黒曜石製剥片１点が出土しました。 

結果的に、農地造成の実施は不可避となり、現状保存が困難となったため、記録保存を目的

とした発掘調査を実施することになりました。 

発掘調査の結果、広郷型細石刃核を伴う石器群3,201点（細石刃、石刃、彫器、掻器など）が

出土し、後期旧石器時代後半期の広郷型細石刃核を伴う石器組成の一類型とみられます。 

報告書は令和４年３月に刊行予定です。 

かみしほろちょう  はぎがおか７いせき 

上士幌町 萩ヶ岡７遺跡 （L-04-75） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 上士幌町教育委員会 

： 開発事業（農業関連） 

： 河東郡上士幌町字上士幌東４線317番地  

： 令和３年６月１日から７月17日まで 

： 600㎡ 

遺跡遠景 

 上士幌町教育委員会生涯学習課まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

住  所：河東郡上士幌町字上士幌東３線237番地  

電  話：01564-2-3024  

出土遺物 
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調査の概要 

標津川９遺跡は中標津市街地北西部に所在し、標津川によって形成された標高35ｍの河岸段

丘の右岸に立地しています。 

本遺跡は、旧所有者から当町が埋蔵文化財の保存と活用を考慮して平成28年12月22日に購入

したところであり、将来の土地利用に資するため平成29年度から複数年かけて遺跡の範囲及び

性格の確認を目的として調査を行っており、来年度も実施予定です。 

試掘調査の結果、46地点のテストピットの内、８地点から続縄文時代の土器片５点、黒曜石

製のフレーク２点が２地点で確認され、遺構と思われる土層を５地点で検出しました。 

遺跡の時期は、昭和40年代に町民が縄文土器、後北式、擦文土器を表採しており、これまで

の調査においても、続縄文土器の前半期（興津式、下田ノ沢式）、後半期（後北式）の土器を

発見していることから、縄文時代中期後葉から続縄文時代を経て、擦文時代後半期にかけて利

用されていたと考えられます。 

なかしべつちょう  しべつがわ９いせき 

中標津町 標津川９遺跡 （N-03-56） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

 

調 査 面 積 

： 中標津町教育委員会 

： 詳細分布 

： 標津郡中標津町西８条北５丁目２番１  

： 令和３年５月11日～15日、19日、27日、 

  ６月７日、９日、11日、12日、17日、19日 計13日間 

： 46㎡ 

 中標津町教育委員会生涯学習課学芸係まで 

   

 この遺跡についてのお問合せや、中標津町の遺跡をもっと知りたい方は・・・ 

電  話：0153-73-3111 

標津川９遺跡位置図 調査状況 
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調査の概要 

ポー川河岸３遺跡は標津市街地から北に４㎞ほど離れた、ポー川左岸の自然堤防上に位置し、地表面か

ら窪みで観察できる竪穴６か所が確認されています。ポー川、伊茶仁川流域に窪みで残る大規模竪穴住

居跡群、標津遺跡群の構成遺跡の１つです。標津遺跡群の内容解明と、将来の保存に向けた基礎情報を

得るため、地域の教育機関等との連携による詳細分布調査を平成29年度から継続的に行っています。 

令和３年の調査では、新たにくぼみで残る竪穴の１か所を対象に、十字にトレンチを設定し、発掘調査

を行いました。調査の結果、覆土で礫の集中と鉄片を検出し、床面から炉跡を１ヶ所検出しました。 

床面の炉跡から回収した土壌を水洗選別して得た炭化物を対象に年代測定を行ったところ、13世紀中葉

よりも新しいとする結果を得ました。 

このほか、竪穴外に設定したトレンチから、鉤状の鉄製品が出土しています。 

平成29年度から継続して調査を行ってきたこの遺跡からは、続縄文時代初頭、擦文時代後半期、アイヌ

文化期の各時期の資料が出土しており、このうちくぼみで残る竪穴のほとんどはアイヌ文化期のもので

あることが明らかとなっています。 

今後出土資料の整理を行ったうえで、報告書を刊行する予定です。 

しべつちょう  ぽーがわかがん３いせき 

標津町 ポー川河岸３遺跡 （N-04-184） 

 

発 掘 主 体 

調 査 理 由 

調 査 地 

調 査 期 間 

調 査 面 積 

： 標津町教育委員会 

： 詳細分布 

： 標津郡標津町字伊茶仁１番地21、同１番地22  

： 令和３年８月２日から９月１日まで 

： 15㎡ 

 標津町ポー川史跡自然公園まで 

   

 この遺跡についてのお問合せは・・・ 

電 話：0153-82-3674  

メール：po-gawa@shibetsutown.jp 

令和３年度竪穴調査状況 令和３年度高校生による調査状況 
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